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 秦野市立東小学校 令和３年２月９日発行  

教育活動アンケートへのご協力ありがとうございました 
緊急事態宣言が延長され、引き続き警戒が必要となりますが、日頃より新型コロナウイル

ス感染防止の取組へのご理解ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。 

さて、令和２年度は感染予防を第一に教育活動を進め、安全と安心に努めてまいりまし

た。保護者の皆様の「教育活動アンケート」の集計結果を踏まえまして、引き続きコロナ禍

においても、教育目標をもとに「人を大切にし、安心安全を心がけ、子どもたちが主体的に

学ぶ学校づくり」に取り組んでまいります。 

＜アンケートの結果から＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍の中での教育活動となりましたが、保護者アンケート、児童アンケートともにすべ

ての項目で、肯定的な回答を多くいただきました。特に、「学校が楽しい」「自分で考え判断し

て行動することが多くなった」「思いやりの気持ちを持ち友だちと協力している」では、はっき

りとした肯定（「そう思う」）の割合が高くなっています。 

一方で、「保護者や地域の方が教育活動や行事に参加」という項目では、感染防止対策による

安全が優先される中、学校への参加協力の難しさを実感された方が多かった回答となりました。 

 

〇実施時期：令和２年１２月   〇回答数： 397／ 401   〇回答率  99.0％      

〇回答  「そう思う」・「だいたいそう思う」‥肯定的な回答の割合 

 

１お子さんは「学校が楽しい」と言っている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９３.０％ 

２お子さんは、学校に仲の良い友だちだがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９６.５％ 

３お子さんは、自分で考え、判断して行動することが多くなった ‥‥‥‥‥ ９１.３％ 

４お子さんは、思いやりの気持ちを持ち、友だちと協力して行動している ‥ ９４.０％ 

 

５お子さんは、学校や友だちのことを家族によく話している ‥‥‥‥‥‥‥ ８３.７％ 

６学校は、児童や保護者の相談に適切に応じてくれる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８９.５％ 

７学校は、保護者(ＰＴＡ)や地域との連携をしっかり行っている  ‥‥‥‥‥ ８７.８％ 

８お子さんは、「先生がよく話を聞いてくれる」と言っている ‥‥‥‥‥‥‥ ８２.５％ 

 

９お子さんは、「学校の勉強(授業)がよくわかる」と言っている ‥‥‥‥‥‥ ７７.８％ 

10 学校は、一人ひとりの児童に応じた適切な指導をしている ‥‥‥‥‥‥  ７６.８％ 

11学校の生活や教育活動の中で、児童が活躍できる場や機会がある ‥‥‥‥ ８１.３％ 

12 学校は、コロナ禍において幼小中や異学年の交流活動を通して、子ども 

のよりよい成長を促している  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７２.６％ 

 

13 学校の教育活動が、保護者にわかりやすく伝えられている ‥‥‥‥‥‥ ８６.５％ 

14 学校は、コロナ禍においても保護者や地域の方が教育活動や行事に参加 

したりできる雰囲気がある  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ５９.６％ 

15 学校は、交通安全や防災･防犯教育を適切に行っている  ‥‥‥‥‥‥‥ ９０.５％ 

16 教室や校舎内外の環境は整備され、きれいに保たれている ‥‥‥‥‥‥  ８０.５％ 

 

 

 



＜アンケートの結果をふまえて＞ 

東小学校がめざす３つの「子どもの姿」について 

・元気でたくましい子（つよく） 

コロナ禍ですが、保護者の 93％の方が「学校が楽しいと言っている」に肯定的に回答され、

児童の 94.8％が「学校が楽しい」に肯定的に回答しています。また、多くの児童(３年生以上)

が「自分の気持ちをおさえたりがまんしたりできる(97.4％)」「むずかしいことやたいへんなこ

とでものりこえようとしている(94.4％)」に肯定的な回答をしています。新型コロナウイルス感

染防止の取組に子どもたちなりに理解をしてお互いに我慢し合って学校生活を送っています。

毎朝の健康管理や保護者の皆さんのご家庭でのお声かけのおかげでもあります。 

 引き続き、感染防止を第一に健康で安全な生活を送れるようご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

・よく学びよく考える子（かしこく） 

 保護者の 91.3％の方が「自分で考え判断して行動することが多くなった」に肯定的な回答を

されています。また、「学校の勉強がよくわかると言っている(77.8％)」に肯定的な回答をされ

ており、どちらの項目も昨年度より肯定的な回答が増えています。 

これまでに経験したことのない事態の中で、学習の遅れを取り戻しながら「よく学びよく考

える子」をめざすには、ご家庭の協力とご支援が大事になります。臨時休業期間中やその後の

お力添えに感謝しています。引き続き、「一人ひとりに応じた指導」に留意し、「自ら学ぼうと

する子」「自分をよりよくしようとする子」となるよう、寄り添いながら、適切な働きかけに努

めてまいります。 

・思いやりのある子（あたたかく） 

保護者の94.0％の方が「お子さんは思いやりの気持ちを持ち友だちと協力して行動している」

に肯定的な回答をされています。また「先生がよく話をきいてくれると言っている」には 82.5％

の保護者の方が肯定的な回答をされています。コロナ下において、学校だけでなくご家庭での

家族をお互いに思いやるかかわり合いが、お子さんの思いやりの気持ちにつながっています。

そのことの大切さを改めて実感しています。引き続き教育相談などを通じてご家庭との連携に

努めます。 

日頃、子どもたちは感染防止の取組などもあり、今まで以上に気をつかい、窮屈な学校生活

を送っています。もめ事なども通じて、お互いに思いやれるかわり合いとなるよう貴重な経験

を重ねています。今後も苦手なことや人と違うところを「違い」として尊重する力を育んでま

いります。一人ひとりを大切にする教育を進めてまいります。 

 

コロナ禍においても保護者･地域とともにある学校をめざして 

「学校はコロナ禍においても保護者や地域の方が教育活動や行事に参加したりできる雰囲気

がある」という項目に肯定的な回答をされた保護者の方は 59.6％でした。コロナ禍にあっても

学校の教育活動には保護者や地域の皆様のご協力が不可欠です。本校がめざす「子どもの姿」

を実現するためにも、ＰＴＡ活動をはじめ学校についてご理解いただく取組や学校だより等の

発信、また幼稚園小学校中学校が連携した地域との協力関係を積極的に進めていくことが大切

です。コロナ禍においても保護者や地域の皆さんが本校の教育活動に参加しやすいと実感でき

る「新たな参加協力の在り方」について模索･検討してまいります。 

今年度もＰＴＡ活動、学校行事、登下校の安全指導など多くの皆様のご協力をいただきまし

た。学校への励ましも多くいただきました。ＰＴＡ役員さんの清掃ボランティアをはじめ、運

動会へのご協力、コロナ禍でのふれあい祭代替企画の実施、毎日の登校指導、代替行事へのご

協力等々、多くの保護者の皆さんに助けていただいております。この場をお借りして感謝申し

上げます。 



東小学校は、豊かな自然に恵まれた地域性と温かい地域の皆さんとの強い結びつきの中にあ

る伝統校です。この結びつきを大切にした「地域とともにある」学校経営に今後も努めてまい

ります。 

 

＜これからも大切にしたいこと＞ 

「人」を大切にした学校に 

アンケートの結果を十分に検討し、「人を大切にし、安心安全を心がけ、子どもたちが主体的

に学ぶ学校づくり」に取り組んでまいります。すべての子どもたちが安全に楽しく通える学校

でなければなりません。私たちは、これまで育んできた良さや伝統を大事にするとともに、寄

り添いながら一人ひとりがその気になって自ら学ぶ場となるよう東小学校のアップデートに努

めてまいります。今子どもたちの将来は予測がたいへん困難な状況です。この変化の激しい社

会をたくましく生きる力を育むために、他者を尊重し合いながら、対話を通じて主体的に学び

合うことが大切になります。 

引き続き、皆様のお声を真摯に受け止めさせていただきながら、安心安全を最優先に教育活

動の充実に努めてまいります。お忙しい中ご協力ありがとうございました。保護者の皆様には、

コロナ下の教育活動充実のため、引き続き、体調管理をはじめ、本校の取組についてご理解ご

協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

「ひ」 人を大切にし → 寄り添いながら 

○思いやりのある子に      ○やさしく接する子に  
○違いを尊重する子に（苦手なことや人と違うところを違いとして尊重する子に） 

「が」 学校は安心安全を心がけて → あたたかく、やさしく 

    ○感染防止、健康安全を第一に  ○心理的安全の場に 

    ○失敗しながら「していいこと」を学ぶ場に 

    ○お互いに認め合い注意しあい高めあう場に 

「し」 主体的に学ぶ子に → 自分をよりよくする 

○自ら学ぼうとする子に     ○自ら伝え合い学びあう子に 

○イヤだなと思っても大事だなと思えたらがんばろうとする子 

 

 

 

３月７日まで緊急事態宣言延長 引き続き感染防止にご注意を 
2 月 3 日に校内放送で、次のようなお話を子どもたちにいたしました。 

「昨夜、緊急事態宣言が 3 月 7 日まで延長されました。学校は、休校になりませんが、会社や

お店は引き続き困ることが多くなります。おうちの人は、感染防止や毎日の生活、お仕事にも

さまざまなことに気をつけなければなりません。ぜひ、おうちの人に、引き続き協力して、お

手伝いをして、助け合ってほしいと思います。 

そして、学校で皆さんができることは、この病気が重くなる人が増えないように、引き続き、

朝の体調管理、体温チェック、具合が悪ければ無理をしないことです。それから、マスクの着

用は大事です。こまめな手洗いも忘れずに。顔を近づけないソーシャルディスタンスもです。

特に、給食は「黙食」と言って黙ってたべることを続けましょう。改めてお互いに気をつけ合

いましょう。 

また、気をつけていても、新型コロナウイルスの感染が確認される人が身近に出ることもあ

ります。「やさしく」「やさしく」してあげましょう。お互いにやさしく安心してすごせるよう

に校長先生からのお願いです。よろしくお願いします」 


